
広
報

節
目
の
一
年
を
、

　
数
字
で
振
り
返
る

P04-09 特集 令和７年度決算報告

2 0 2 6
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October

10
新 潟 県 津 南 町

Pick up

①津南町町制施行 70 周年記念式典

⑤津南の冬の暮らしを支える道路除雪

③ひまわり保育園環境整備に向けた基本設計が完成

④津南町埋蔵文化財センター〝うもれあ〟開館

②豪雪の大地が育む津南のお米



つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

上郷小学校　稲刈り

実りの秋を迎え、

上郷小学校で学校田の稲刈りが行われました。

晴天のすがすがしい陽気のなか

刈り取った稲を掲げる表情は

達成感に満ち溢れていました。
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つなんまちかどスケッチ
見て・知って・得をする　かわらばん　100 日運動
防災メール
年金コーナー　議会コーナー
地域おこし協力隊だより
継業サポートセンターからのお便り
広報無線聞き直し　農業の豆知識
いきいき大好き津南町
津南病院いろいろ発見
だんだんどうも地域包括支援センターです
広報ライブラリー　　
つなんの文芸　　
Tap でいこう !!
苗場山麓ジオパークかくれた魅力発見し隊！
なじょもん通信　戸籍の窓　広報編集室　津南町の人口

regulars

11 敬老の日

綱引きをする生徒たち（9 月 17 日  津南中学校体育祭）



4令和８年10月号

目的別
歳　入

38億9,038万円
地方交付税
（42.2％）

12億3,869万円
国・県支出金
（13.4％）

11億7,269万円
町税

（12.7％）

5億7,799万円
繰越金（6.3％）

2億5,019万円
諸収入（2.7％）

6億399万円
繰入金
（6.6％）

6億9,036万円
その他（7.5％）

3億9,810万円
町債（4.3％）

2億5,353万円
地方消費税交付金
（2.7％）

9,495万円
地方譲与税（1.0％）

5,067万円
その他（0.6％）

依
存
財
源
64.2％　　　

　 自主財源 35.8％
　
　
　
　
　
　
　

特 
集
Topic

決
算
報
告

決
算
報
告

令和
７年度

一
般
会
計

一
般
会
計
の
決
算
状
況

歳
入
の
増
減
要
因

▼歳入合計

92億2,154万円

6億322万円
固定資産税
（51.4％）3億4,287万円

個人町民税
（29.2％）

1億918万円
法人町民税
（9.3％）

6,622万円
町たばこ税
（5.7％）

4,623万円
軽自動車税
（3.9％）

497万円
入湯税
（0.4％）

町 税 の内訳

　

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
が
92
億
２
，
１
５
４
万
円
で
前
年
度
比

２
億
３
，
６
３
９
万
円
の
増
（
2.6
％
増
）、

歳
出
が
86
億
７
，
２
８
８
万
円
で
前
年
度
比

２
億
６
，
５
７
２
万
円
の
増
（
3.2
％
増
）
と

な
り
、
差
引
５
億
４
，
８
６
６
万
円
を
令
和

８
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に

過
去
の
決
算
額
と
比
べ
高
い
水
準
と
な
り

ま
し
た
。
町
政
70
周
年
を
迎
え
記
念
事
業
等

を
実
施
し
た
ほ
か
、
新
し
い
地
方
経
済
・
生

活
環
境
創
造
交
付
金
を
活
用
し
て
防
災
倉

庫
及
び
防
災
備
品
の
整
備
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
９
年
度

ま
で
の
継
続
事
業
と
し
て
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
改
築
事
業
に
対
す
る
補
助
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
自
主
的
な
収
入
で
あ
る
自
主
財

源
は
32
億
９
，
５
２
２
万
円
、
前
年
度
比

９
，
８
３
３
万
円
の
増
（
3.1
％
増
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

町
税
の
う
ち
個
人
町
民
税
は
３
億
４
，

２
８
７
万
円
で
前
年
度
６
，
２
３
２
万
円
の
増

（
14.9
％
増
）、
法
人
町
民
税
は
１
億
９
１
８
万

円
で
前
年
度
比
３
７
１
万
円
の
減
（
3.3
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
税
は
前
年
度
比
２
１
０
万
円
の

減
（
0.3
％
減
）、
軽
自
動
車
税
は
前
年
度
比

１
２
１
万
円
の
増
（
2.7
％
増
）、
町
た
ば
こ
税

は
前
年
度
比
２
０
８
万
円
の
減
（
3.0
％
減
）、

入
湯
税
は
前
年
度
比
１
万
円
の
増
（
0.1
％
増
）

と
な
り
、
町
税
全
体
で
は
11
億
７
，
２
６
９
万

円
で
前
年
度
比
５
，
５
６
５
万
円
の
増
（
5.0

％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
決

算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
は
、
一
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
分
類
集
計
し
た
も
の
で
す
。

　

皆
様
が
納
め
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
な
ど
の
使
い
み
ち
と
、
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



5 令和８年10月号

18億401万円
民生費
（20.8％）

9億3,719万円
土木費
（10.8％）

8億388万円
農林水産業費
（9.3％）

6億5,394万円
公債費
（7.5％）

8億9,704万円
教育費
（10.3％）

17億5,722万円
総務費
（20.3％）

9億7,901万円
衛生費
（11.3％）

2億7,425万円
商工費（3.2％）

4億4,717万円
消防費（5.2％）

3,738万円
災害復旧費（0.4％）

目的別
歳　出

8,179万円
その他（0.9％）

特集 令和７年度　決算報告

特
別
会
計
及
び

公
営
企
業
会
計

歳
出
の
増
減
要
因

▼歳出合計

86億7,288万円

性 質 別 歳 出
前年度比

人件費 14 億 8,996 万円 3.4%

物件費 13 億 6,105 万円 30.3%

維持補修費 3 億 9,264 万円 -3.1%

扶助費 5 億 2,098 万円 -1.9%

補助費等 21 億 7,068 万円 7.2%

公債費 6 億 5,894 万円 -7.8%

積立金 3 億 7,178 万円 -40.1%

投資及び
出資金・貸付金 3 億 9,117 万円 5.1%

繰出金 5 億 3,410 万円 -3.3%

普通建設事業費 7 億 4,420 万円 7.6%

災害復旧事業費 3,738 万円 352.1%

合　計 86 億 7,288 万円 3.2%

会　計　名 歳　入 歳　出

国民健康保険 9 億 567 万円 8 億 4,537 万円

後期高齢者医療 1 億 6,020 万円 1 億 5,663 万円

介護保険 19 億 5,417 万円 17 億 3,831 万円

簡易水道事業 1 億 7,436 万円 1 億 6,410 万円

下水道事業 3 億 9,706 万円 3 億 7,611 万円

農業集落排水事業 2 億 5,683 万円 2 億 3,928 万円

病院事業 13 億 1,693 万円  13 億 3,005 万円

合　計 51 億 6,522 万円  48 億 4,985 万円

　

特
別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
会
計
で
独
立
採
算
が
原
則
で
す
。

　

必
要
な
財
源
は
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど

の
歳
入
で
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、
基
本
的
な

サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
、
一
般

会
計
か
ら
財
源
を
繰
り
出
し
し
て
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
に
は

主
に
交
付
税
措
置
さ
れ
た
起
債
償
還
分
を
繰

り
出
し
し
て
い
ま
す
。
毎
年
の
建
設
事
業
の

量
に
よ
り
大
き
く
増
減
す
る
会
計
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
介
護
保
険
の
特
別
会
計
と
病
院
事
業
会

計
は
、
法
律
や
制
度
改
正
の
影
響
を
大
き
く

受
け
る
会
計
で
す
。

　

歳
出
を
目
的
別
に
見
て
み
る
と
、
津
南
病

院
補
助
金
等
が
増
と
な
り
、
衛
生
費
が
前
年

度
比
１
億
４
，
４
７
０
万
円
増
（
17.3
％
増
）

と
な
り
、
増
加
額
と
し
て
は
最
も
大
き
く
な

り
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
改
築
工
事

費
補
助
金
や
ひ
ま
わ
り
保
育
園
増
築
設
計

費
等
が
増
と
な
り
、
民
生
費
が
前
年
度
比

１
億
３
，
７
１
４
万
円
増
（
8.2
％
増
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
が
終
了

し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
教
育
費
が
前
年
度
比

１
億
３
，
８
９
８
万
円
減
（
13.4
％
減
）
と
な

り
、
減
少
額
と
し
て
は
最
も
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と
、
津
南
病

院
及
び
上
下
水
道
事
業
へ
の
補
助
金
や
十
日

町
地
域
広
域
事
務
組
合
・
津
南
地
域
衛
生
施

設
組
合
な
ど
へ
の
負
担
金
で
あ
る
補
助
費
等

の
割
合
が
高
く
21
億
７
，
０
６
８
万
円
で
、

前
年
度
比
１
億
４
，５
３
５
万
円
（
7.2
％
増
）

の
増
と
な
り
、
他
の
項
目
と
比
較
し
て
も
全

体
に
占
め
る
金
額
は
最
も
大
き
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

２
番
目
が
職
員
の
給
与
や
各
種
手
当
、

福
利
厚
生
費
な
ど
の
人
件
費
14
億
８
，

９
９
６
万
円
で
、
前
年
度
比
４
，
８
４
４
万

円
の
増
（
3.4
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
増

減
率
は
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
体
に
占

め
る
金
額
は
２
番
目
に
大
き
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

３
番
目
が
主
に
委
託
料
や
使
用
料
な
ど
の

物
件
費
13
億
６
，
１
０
５
万
円
で
、
前
年
度

比
３
億
１
，
６
６
１
万
円
の
増
（
30.3
％
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

積
立
金
は
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
減

等
に
よ
り
２
億
４
，
９
０
７
万
円
の
減
（
40.1

％
減
）
と
大
幅
に
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
は
任
意
に
節

減
で
き
な
い
経
費
な
の
で
義
務
的
経
費
と
呼

ば
れ
、
こ
の
性
質
の
経
費
が
占
め
る
比
率
が

大
き
い
ほ
ど
財
政
構
造
が
硬
直
化
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

財
政
構
造
の
硬
直
化

　
財
源
の
う
ち
、
固
定
的
に
毎
年
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
費
用
が
増
大
し
て
し
ま
い
、
新
規
に
予
算
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
を
い
い
ま
す
。



6令和８年10月号

令和7年度令和5年度 令和6年度

11.5% 11.9% 11.4%

令和5年度

令和6年度

令和7年度41.8%

39.9%
31.4%

財
政
健
全
化
法
施
行
以
来

18
年
連
続
黒
字
で
す

全
会
計
を
合
わ
せ
て
も

黒
字
で
す

資
金
不
足
比
率
な
し

実
質
赤
字
比
率

危ない!!

350％以上だと

令和5年度 令和6年度 令和7年度

赤字なし 赤字なし 赤字なし

15％以上だと

危ない!!

令和5年度 令和6年度 令和7年度

赤字なし 赤字なし 赤字なし

20％以上だと

危ない!!

連
結
実
質
赤
字
比
率

危ない!!

25％以上だと
実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率

財
政
状
況

　

国
・
地
方
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
財
政
悪
化
を

可
能
な
限
り
早
く
把
握
し
、
財
政
改
善
に
着
手
さ
せ
る
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
平
成
19
年
に
自
治
体
財
政
健
全
化
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
法
律
で
早
期
健
全
化
基
準
と
財
政
再
生
基
準
が
定
義
さ
れ
、
２
つ

の
基
準
と
の
比
較
で
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
る
と
財
政
健
全
化
計
画
、
財
政
再
生
基
準
を

超
え
る
と
財
政
再
生
計
画
の
策
定
を
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

強
制
力
や
総
務
大
臣
の
関
与
が
法
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
と
は
、
一
般
会

計
の
歳
入
（
収
入
）
か
ら
歳
出
（
支

出
）
を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

つ
ま
り
、
黒
字
か
赤
字
か
を
判

断
す
る
指
標
で
す
。

　

本
町
は
黒
字
の
た
め
指
標
は

「
な
し
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
全

会
計
の
歳
入（
収
入
）か
ら
歳
出（
支

出
）
を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

本
町
は
連
結
し
て
全
会
計
の

合
計
も
黒
字
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
指
標
は
「
な
し
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

公
債
費
と
は
、
町
債
（
借
金
）
の

元
利
償
還
金
で
あ
り
、
一
般
会
計

の
ほ
か
簡
易
水
道
、
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水

及
び
病
院
会
計
に
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
（
十
日
町
地
域
広
域

事
務
組
合
）
や
清
掃
（
津
南
地
域
衛

生
施
設
組
合
）
な
ど
一
部
事
務
組

合
の
会
計
で
も
元
利
償
還
金
が
あ

り
、
町
が
相
当
分
の
負
担
金
を
支

出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
実
質
的
に
公
債
費
と

と
ら
え
、
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
割
合
を
指
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
債
の
元
利
償
還
金
に
は
そ
の

種
類
に
よ
り
交
付
税
措
置
が
あ
る

た
め
、
実
質
の
公
債
費
と
標
準
財

政
規
模
か
ら
交
付
税
措
置
相
当
分

を
差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
。

　

本
町
の
実
質
公
債
費
比
率
は

「
11.4
％
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
負
担
比
率
と
は
、
背
負
っ

て
い
る
借
金
等
将
来
負
担
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
を
指
標

と
し
て
い
ま
す
。

　

背
負
っ
て
い
る
将
来
負
担
に

は
、
町
債
現
在
高
（
全
会
計
の
現

在
高
の
ほ
か
、
一
部
事
務
組
合
の
借
金

の
う
ち
津
南
町
の
持
分
の
現
在
高
を
含

む
）
や
将
来
の
支
出
が
決
ま
っ
て

い
る
経
費
、
町
職
員
が
い
っ
せ
い

に
退
職
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
の

退
職
金
（
退
職
手
当
引
当
金
相
当
額
）

な
ど
を
合
計
し
ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
か
ら
、
貯
金
で
あ

る
基
金
現
在
高
や
町
債
現
在
高
に

係
る
交
付
税
措
置
予
定
額
な
ど
を

差
し
引
い
て
実
質
的
な
将
来
負
担

を
算
出
し
ま
す
。

　

本
町
の
将
来
負
担
比
率
は

「
31.4
％
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤

字
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将

来
負
担
比
率
の
４
つ
の
指
標
を「
健

全
化
判
断
比
率
」
と
呼
び
ま
す
。

　

自
治
体
財
政
健
全
化
法
で
は
、

こ
れ
ら
健
全
化
判
断
比
率
と
は
別

に
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
つ

い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

公
営
企
業
と
は
、
本
町
の
会
計

で
は
「
簡
易
水
道
」「
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
」「
農
業
集
落

排
水
」「
病
院
」
の
４
つ
の
会
計
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
で
は
全
会

計
を
合
計
し
ま
し
た
が
、
資
金
不

足
比
率
は
公
営
企
業
ご
と
の
資
金

不
足
額
（
赤
字
額
）
の
事
業
規
模
に

占
め
る
割
合
を
算
出
し
ま
す
。

　
「
簡
易
水
道
」「
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
」「
農
業
集
落
排
水
」

は
黒
字
の
た
め
、
資
金
不
足
比
率

は
「
な
し
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
病
院
」
は
、
町
か
ら
運
営
費

を
４
億
２
９
４
万
円
補
助
す
る
こ

と
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
も
資
金

不
足
比
率
は
「
な
し
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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特集 令和７年度　決算報告

■町民一人当たりに使われたお金は町民一人当たり
（一般会計）

項目別一人当たり金額

総
務
費

広報・財産管理・他一般事務などに
広域連携・交流・地域づくりなどに
税金の賦課徴収に
戸籍住民基本台帳管理に
選挙・統計・監査等に

12 億 6,856 万円
3 億 2,224 万円

6,863 万円
6,128 万円
3,651 万円

155,690 円
39,549 円

8,424 円
7,520 円
4,480 円

民
生
費

障害者等の社会福祉に
保育所運営等のこどもの福祉に
高齢者の福祉に

5 億 6,316 万円
6 億 3,398 万円
6 億 687 万円

69,117 円
77,808 円
74,481 円

衛
生
費

健康づくり・検診・環境衛生などに
ごみ・し尿の処理に
簡易水道施設費の償還などに
津南病院の整備などに

2 億 4,197 万円
1 億 7,875 万円

7,934 万円
4 億 7,895 万円

29,696 円
21,938 円

9,737 円
58,782 円

農
林
水
産
業
費

農業委員会・農業振興などに
林業振興・林道整備などに

7 億 5,622 万円
4,766 万円

92,811 円
5,849 円

商
工
費

商工の振興に
観光の振興に

1 億 6,721 万円
1 億 704 万円

20,522 円
13,136 円

土
木
費

道路橋梁の整備・維持管理に
道路除雪に
河川の管理に
下水道整備に
町営住宅の建設・管理に

3 億 3,118 万円
2 億 5,977 万円

425 万円
3 億 1,328 万円

2,871 万円

40,645 円
31,881 円

522 円
38,448 円

3,524 円

教
育
費

教育委員会事務・教員住宅管理などに
小学校教育に
中学校教育に
生涯学習・公民館活動・文化財などに
スポーツの振興に

1 億 3,009 万円
2 億 6,769 万円
1 億 6,110 万円
2 億 7,007 万円

6,809 万円

15,965 円
32,853 円
19,772 円
33,146 円

8,357 円

議　会　費 議会活動に 8,116 万円 9,960 円

労　働　費 勤労者の福利・雇用創出に 63 万円 78円

消　防　費 広域消防・防災・災害対策に 4 億 4,717 万円 54,881 円

災害復旧費 災害の復旧に 3,738 万円 4,588 円

公　債　費 町の借入金（町債）の償還に 6 億 5,394 万円 80,258 円

※令和8年3月31日現在の
　人口8,148人で換算 106万4,418円
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14億1,202万円
十日町市
（59.5％）

3億8,810万円
津南町
（16.4％）

4億6,550万円
組合債（19.6％）

18 億 12 万円　分
担金
・

負
担
金
（
75
.9
％
）

歳入
23億6,992
万円

6,329万円
繰越金（2.7％）

2,877万円
国庫支出金（1.2％）

896万円
諸収入（0.4％）

212万円
財産収入（0.1％）

10万円
寄付金（0.1％未満）

106万円
使用料・手数料（0.1％）

12億6,321万円
常備消防費
（55.1％）

1億8,323万円
非常備消防費
（8.0％）

8,850万円
消防施設費
（3.9％）

49万円 議会費（0.1％未満）

7億2,291万円
公債費
（31.5％）

3,544万円 総務費（1.5％）

15 億 3,494 万円
　消
防

費
（
67
.0
％
）

歳出
22億9,378
万円

財
産
の
状
況

町
債
（
借
金
）
の
状
況

消
防
業
務
な
ど

区　　分 現在高 対前年度比
土　　　地 4,987,293㎡ 0.0%
建　　　物 128,315㎡ 0.1%
山
林

面　積 2,041,766㎡ 0.0%
立　木 16,396㎥ 0.0%

物権（温泉権） 6 件 0.0%
有　価　証　券 5,985 万円 0.0%
貸　付　金 2 億 674 万円 -7.7%

出資による権利 1 億 8,662 万円 0.0%

基
金

山林面積 702,137㎡ 0.0%
山林立木 26,410㎥ 0.0%
預　　金 27 億 5,483 万円 19.4%

備　　　品 車両・事務機器等 ー

会　　　計　　　別 現　在　高 対前年度比
一般会計 54 億 9,516 万円 -4.1%

簡易水道事業会計 3 億 8,972 万円 -5.3%
特定環境保全公共下水道事業会計 16 億 737 万円 -12.0%
農業集落排水事業会計 7 億 715 万円 -20.1%

病院事業会計 3,088 万円 -31.4%
合　　　　　　　計 82 億 3,028 万円 -7.5%

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

一 般 会 計

家畜指導診療所特別会計

歳入 歳出 繰越金
2,964 2,776 188

（単位：万円）

　

町
の
財
産
に
は
役
場
庁
舎
や
学

校
・
保
育
園
な
ど
土
地
・
建
物
の

不
動
産
の
ほ
か
、
山
林
の
立
木
、

町
内
６
箇
所
の
温
泉
権
、
株
券
な

ど
の
有
価
証
券
や
貸
付
金
・
出
資

金
な
ど
に
よ
る
権
利
、
貯
金
で
あ

る
基
金
、
車
両
や
事
務
機
器
な
ど

の
備
品
が
あ
り
ま
す
。

　

基
金
に
は
預
金
と
中
沢
山
の
山

林
が
あ
り
ま
す
。
預
金
で
あ
る
基

金
は
財
政
調
整
の
た
め
の
基
金
の
ほ

か
、
地
域
経
済
活
性
化
や
地
域
福

祉
な
ど
、
事
業
の
目
的
ご
と
に
設
置

　

町
債
と
は
、
町
が
事
業
を
行
う
と
き
に
、
歳
入
不

足
を
補
う
た
め
借
り
入
れ
る
長
期
間
の
借
金
で
す
。

　

町
債
の
元
利
償
還
金
に
つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
の

た
め
の
借
金
が
95
％
、
過
疎
対
策
の
た
め
の
借
金
が

70
％
、
下
水
道
整
備
の
た
め
の
借
金
が
50
％
な
ど
と

種
類
に
よ
り
率
は
異
な
り
ま
す
が
、
後
年
度
に
地
方

交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
ま
す
。

　

町
の
全
会
計
の
令
和
７
年
度
末
町
債
残
高
は

82
億
３
，
０
２
８
万
円
で
、
前
年
度
比
６
億
６
，

７
８
３
万
円
の
減
（
7.5
％
減
）
と
な
り
、
町
民
一
人

当
た
り
に
換
算
す
る
と
約
１
０
１
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、

十
日
町
市
、
津
南
町
が
資
金
を

出
し
合
っ
て
消
防
や
家
畜
指
導

診
療
所
な
ど
の
運
営
を
行
っ
て

い
る
一
部
事
務
組
合
で
す
。

　

消
防
団
の
費
用
も
こ
ち
ら
か
ら

支
出
し
て
い
ま
す
。

さ
れ
て
お
り
、
20
種
類
の
基
金
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
支
援
ま
ち

づ
く
り
基
金
の
積
み
立
て
な
ど
に
よ
り
基

金
総
額
は
前
年
比
４
億
４
，
７
４
２
万
円

増
の
27
億
５
，４
８
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
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歳 入
3億1,038万円

  組合費
 77

.0
0 ％

十日町市
（2.94％）

栄村
（13.38％）

使用料
及び手数料
（9.30％）

繰入金
（1.69％）

繰越金
（8.39％）

諸収入
（3.61％）

使用料
（6.46％）

手数料
（2.84％）

財産収入
（0.01％）

津南町
（60.68％）

歳 出
2億8,220万円

衛生費 86.2

2％

塵芥処理費
（53.73％）

じんかい

し尿処理費
（19.58％）

議会費
（0.06％）

公債費
（1.01％）

斎場費
（7.68％）

総務費
（12.71％）

最終処分場費
（5.23％）

＝ 1.5t

ゴミ袋

普通乗用車に
例えると…

約2,473台分約2,473台分

特集 令和７年度　決算報告

ご
み
、
し
尿
処
理
な
ど

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

［年間利用実績］

斎　　場　280件（内：津南町181件）前年度比7件減
	 　※火葬１件当たりの経費：88,850円（建設的経費を除く）

ごみ処理　ごみ搬入量：3,710トン（内：津南町3,221トン）前年度比1.9％減

燃えるごみ 2,994トン 埋立ごみ 71トン
金属ごみ 112トン 古紙 347トン
空びん 96トン ペットボトル 26トン
空　缶 42トン プラスチック 23トン

	 　※ごみ１トン当たりの処理経費：49,700円（建設的経費を除く）

し尿処理　総搬入量：2,956㎘（内：津南町1,862㎘）前年度比1.1％増
	 　※１㎘当たりの経費：21,200円（建設的経費を除く）

Q：衛生施設組合で処理される年間のごみの量ってどれくらい？

　

津
南
町
・
十
日
町
市
（
旧
中
里
村
・
旧
松
之

山
町
の
区
域
）・
長
野
県
栄
村
の
３
市
町
村
で

構
成
し
、
火
葬
・
ご
み
・
し
尿
等
の
共
同
処

理
を
行
っ
て
い
る
「
津
南
地
域
衛
生
施
設
組

合
」
の
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
決
算
に
つ

い
て
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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恩
師
の
ふ
る
さ
と
へ

　

 

図
書
充
実
に
ご
寄
附

—
 

９
月
18
日
　
津
南
町
公
民
館 —

 

新
潟
県
・
長
野
県

　

 

合
同
県
境

　

 

交
通
安
全
広
報

—
 

９
月
19
日
　
栄
村 

道
の
駅 

信
越
さ
か
え —

 

藤
ノ
木
忠
夫
様

　

 

寄
附
金
贈
呈
式

—
 

９
月
25
日
　
津
南
町
役
場 —

↑町公民館に蔵書されている恩師の石田先生の著書を手にする金子さん（中央）と、
　ご寄附を受け取った島田教育長（左）、今回来訪した金子さんのご家族の皆さん

↑出発式で挨拶をする根津町長

↑寄附金を手渡す藤ノ木忠夫様と受け取る根津町長

　

神
奈
川
県
在
住
の
金
子
俱と

も

万か
ず

さ
ん
ご
家
族

が
津
南
町
公
民
館
を
訪
れ
、図
書
充
実
の
た

め
５
万
円
を
ご
寄
附
く
だ
さ
い
ま
し
た
。金

子
さ
ん
は
高
校
時
代
、津
南
町
出
身
の
国
文

学
者
・
石
田
吉
貞
先
生
に
学
び
、先
生
の
故
郷

を
訪
れ
る
こ
と
が
念
願
で
し
た
。ご
寄
附
は
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
図
書
の
充
実

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
潟
県
十
日
町
警
察
署
と
長
野
県
飯
山
警

察
署
が
、県
を
超
え
て「
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」期
間
中
の
９
月
19
日
、県
境
で
あ
る
道

の
駅
信
越
さ
か
え
で
合
同
交
通
安
全
広
報
を

実
施
し
ま
し
た
。国
道
上
で
は
町
長
も
ド
ラ
イ

バ
ー
に
啓
発
品
を
配
布
し
、安
全
運
転
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

津
南
町
政
へ
役
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
か
ら
、藤
ノ
木
忠
夫
様
よ
り
、町
に
対
し
、

３
０
０
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
、町
の
教
育
や
福
祉
事

業
な
ど
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。温
か
い
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

町内のイベントや地域活動、学校、団体の
取り組みなどを取材しています。
掲載を希望するイベントや、取材のご相談
がありましたら、お気軽
に津南町役場総務課総務
班までご連絡ください。
TEL 765-3112
FAX 765-4625



11 令和８年10月号

　

津
南
町
で
は
17
名
の
か
た
が
今
年
度
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
21
日
の
「
敬
老
の
日
」
に
は
、
訪
問
を
希
望
さ
れ
た
か
た
の
ご
自
宅
や
施
設
を

十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
長
の
星
野
様
と
根
津
町
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

星
野
様
か
ら
は
内
閣
総
理
大
臣
及
び
県
知
事
か
ら
の
祝
状
と
記
念
品
、
根
津
町
長
か

ら
は
祝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

志
田　

米 

さ
ん

　
大
割
野

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
か
り
ん
の
里

冨
沢
ト
シ
エ 
さ
ん
（
写
真
・
右
）

滝
沢　

ハ
ル 
さ
ん
（
写
真
・
左
）

　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
な
ほ

大
島 

幸
江 

さ
ん
（
写
真
・
右
）

桑
原
キ
ミ
ヱ
さ
ん
（
写
真
・
中
央
右
）

桑
原 

正

さ
ん
（
写
真
・
中
央
左
）

磯
部
サ
ガ
子
さ
ん
（
写
真
・
左
）

　
恵 

福 

園

鈴
木
シ
ズ
エ 

さ
ん



12令和８年10月号

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

関
東
圏
の
若
者
向
け

同
級
会
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

し
ま
す
！

イ
ベ
ン
ト

　

４
月
25
日
に
ス
タ
ー
ト
し

た
大
地
の
芸
術
祭
通
年
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
「
２
０
２
６

年
の
越
後
妻
有
」
は
、
11
月

８
日
㈰
ま
で
の
開
催
で
す
。
鑑
賞
が
ま
だ
と

い
う
か
た
は
、
お
早
め
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
来
年
は
い
よ
い
よ
「
大
地
の
芸
術

祭　

ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
の
第
10
回

展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
芸

術
祭
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。
今
後

発
信
さ
れ
る
情
報
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
も
な
く
公
開
終
了
。

お
見
逃
し
な
く
！

大
地
の
芸
術
祭
通
年
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

「
２
０
２
６
年
の
越
後
妻
有
」

開
催
中
！

公式ホームページ

作品名：カモシカの家族
作家名：ゲオルギー・チャプカノフ

　

津
南
町
出
身
で
関
東
に
進
学
・
就
職
し
た

若
者
に
向
け
て
、
津
南
を
想
う
き
っ
か
け
づ

く
り
を
目
的
に
同
級
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
津
南
産
の
食
材
で
料
理

を
提
供
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

地
元
を
離
れ
て
頑
張
る
若
者
へ
、
津
南
町

の
「
お
い
し
い
」
と
「
懐
か
し
い
」
を
お
届

け
し
ま
す
！

■
日　

時

　

11
月
７
日
㈯　

午
後
６
時
か
ら

　

 （
午
後
５
時
30
分
受
付
開
始
）

■
会　

場

　

炭
火
シ
ュ
ラ
ス
コ
G
O
S
T
O
Z
O

   

（
東
京
都
港
区
六
本
木
５
丁
目
11
‐
25
）

■
対　

象

　

津
南
町
出
身
の
今
年
度
21
歳
〜
25
歳
を

迎
え
る
か
た

■
参
加
費　

７
，
５
０
０
円

■
申
込
方
法

　

左
記
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

（
10
月
30
日
㈮
締
切
り
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課　

商
工
観
光
班

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

■
お
問
い
合
わ
せ

　

 「
大
地
の
芸
術
祭
の
里
」
総
合
案
内
所

　

  　
　

℡
０
２
５
‐
７
６
１
‐
７
７
６
７

▼津南町の作品
集落・施設名 作品名 公開期間  ★10月以降閉館16：00 定休日

上野公民館 時を越える旅

4/25㈯～ 11/8㈰
祝日を除く火水

上　野 かささぎたちの家

穴　山 国境を越えて・山

足　滝 「記憶-記録」足滝の人々

マウンテンパーク津南 ドラゴン現代美術館 ほか 6/1㈪～ 11/8㈰

上郷クローブ座 上郷バンドー四季の歌 ほか 9/5㈯～ 11/8㈰ ★ 平　日

香港ハウス 香港ハウス 9/5㈯～ 11/8㈰ ★ 平　日

アケヤマ －秋山郷立大赤沢小学校－ フロギストン ほか 7/18㈯～ 11/8㈰★ 平　日

かたくりの宿 妻有双六 かたくりの宿 【宿泊者限定】 －



13 令和８年10月号

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

入
校
生
・
受
講
生
募
集

第
70
回
津
南
町
美
術
展

開
催
の
ご
案
内

２
０
２
６
つ
ま
り
木
育

フ
ェ
ス
タ
の
開
催
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
第
２
回

魚
沼
基
幹
病
院
セ
ミ
ナ
ー

募
　
集

 

【
事
務
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科

　
　
　
　
　
　
　

３
期
入
校
生
募
集
】

■
対　

象　

　

簿
記
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
・
技
術

を
習
得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
か
た

■
期　

間　

12
月
８
日
㈫
～
６
月
３
日
㈭

■
時　

間　

　

平
日　

午
前
９
時
20
分
～
午
後
３
時
40
分

■
会　

場

　

ス
リ
ー
エ
ス
IT
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

 

（
十
日
町
市
伊
達
甲
９
６
０
‐
１
）

■
定　

員　

15
名

■
受
講
料

　

無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
、
受
験

料
等
自
己
負
担
あ
り

　

毎
年
多
く
の
町
内
美
術
愛
好
家
の
か
た
が

出
品
し
た
も
の
を
展
示
す
る
津
南
町
美
術
展

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
上
郷
小
学
校
・
芦
ケ
崎
小
学
校
・

津
南
小
学
校
の
合
同
作
品
や
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
遊
び
に
来
た
子
ど
も
た
ち
の
作

品
展
示
、
書
道
、
絵
画
な
ど
も
あ
わ
せ
て
日

頃
趣
味
で
習
っ
て
い
る
も
の
を
展
示
予
定
で

す
。

■
開
催
期
間　

　

10
月
27
日
㈫
～
11
月
８
日
㈰
の
13
日
間

■
開
催
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
８
時
ま
で

■
会　

場

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
視
聴
覚
室
・
和
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
公
民
館
（
津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

■
日　

時　

　

10
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会　

場　

　

農
と
縄
文
の
体
験
実
習
館　

な
じ
ょ
も
ん

　

縄
文
ム
ラ

■
料　

金

参
加
無
料
。
た
だ
し
、
一
部
有
料
の
体
験

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
①
魚
沼
圏
域
に

初
め
て
導
入
さ
れ
た
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
・

ダ
ビ
ン
チ
Xi
を
活
用
し
た
当
院
の
取
組
み 

②
肺
が
ん
手
術
の
い
ま 

③
地
域
の
医
療
機

関
と
連
携
し
て
患
者
さ
ん
を
支
え
る
取
組
み

に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
日　

時　

11
月
29
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
４
時

　
　
　
　
　
（
午
後
２
時
開
場
）

■
会　

場　

南
魚
沼
市
図
書
館　

多
目
的
室

■
定　

員　

70
人
程
度
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

無
料

あ
り
。

■
定　

員　

な
し

■
内　

容

　

主
に
ご
家
族
で
森
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
建
前
体
験
、
も
ち

ま
き
、
木
の
お
も
ち
ゃ
体
験
、
木
登
り
体

験
、
工
作
体
験
等
が
あ
り
、
ご
来
場
い
た

だ
い
た
か
た
に
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
申
込
み　

不
要

■
後　

援　

津
南
町
教
育
委
員
会
、

　
　
　
　
　

十
日
町
市
教
育
委
員
会

■
お
問
い
合
わ
せ

　

あ
て
ま
森
と
水
辺
の
教
室
ポ
ポ
ラ
内

　

妻
有
木
育
推
進
協
議
会

　
　
　
　

℡
０
２
５
‐
７
５
８
‐
４
８
１
１

■
お
問
い
合
わ
せ

　

魚
沼
基
幹
病
院
総
務
課
総
務
係

　

℡
０
２
５
‐
７
７
７
‐
３
２
０
０
（
代
表
）

■
そ
の
他

　

詳
細
は
、
左
記
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

■
締
切
り　

11
月
12
日
㈭ 

【
デ
ジ
タ
ル
事
務
基
本
科

　
　
　
　
　
　

２
期
入
校
生
募
集
】

■
対　

象

　

パ
ソ
コ
ン
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

知
識
や
技
術
を
習
得
し
就
職
を
希
望
す

る
か
た

■
期　

間　

12
月
15
日
㈫
～
３
月
12
日
㈮

■
時　

間

　

平
日　

午
前
９
時
10
分
～
午
後
３
時
50
分

■
会　

場

　

小
千
谷
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
楽
集
館

　

 （
小
千
谷
市
上
ノ
山
４
丁
目
４
番
２
号
）

■
定　

員　

15
名

■
受
講
料

　

無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
、
受
験

料
等
自
己
負
担
あ
り

■
お
申
し
込
み
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

■
締
切
り　

11
月
19
日
㈭

【
第
二
種
電
気
工
事
士

　
　
　
　

実
技
試
験
対
策
受
講
生
募
集
】

■
対　

象

　

第
二
種
電
気
工
事
士
実
技
試
験
を
受

検
予
定
の
か
た

■
期　

間　

11
月
28
日
㈯
・
12
月
５
日
㈯

■
時　

間　

各
日
９
時
～
16
時

■
会　

場　

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

■
定　

員　

10
名

■
受
講
料　

５
，
７
０
０
円
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　前月までに100日運動カードを提出い
ただいたかたを、このコーナーでご紹介
します（敬称略）

健康体力健康体力
づくりづくり 100日運動100日運動

	 8600日	中村チエ子（堂平）
	4500日	石橋俊治（割野）
主な運動：テレビ体操、水中運動、健骨体操、
	 	 ウォーキング

■
お
申
し
込
み
先

　

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

■
締
切
り　

11
月
12
日
㈭

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　

℡
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

お申し込みは
こちらから

要
援
護
世
帯
の

除
雪
に
対
す
る
援
助

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

く
ら
し

　

町
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
身

体
障
害
者
の
か
た
等
に
対
し
て
、
屋
根
の

雪
下
ろ
し
や
玄
関
先
（
避
難
路
）
の
除
雪
費
、

融
雪
屋
根
の
灯
油
代
を
援
助
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
新
た
に
援
助
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
次
の
と
お
り
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
世
帯

①
65
歳
以
上
の
み
の
高
齢
者
世
帯

②
世
帯
主
が
身
体
障
害
１
〜
４
級
の
世
帯

③
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
と
義
務
教
育
修
了

前
の
児
童
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

④
そ
の
ほ
か
要
援
護
に
準
ず
る
世
帯

 

【
次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
対
象
外
と

　

な
り
ま
す
。】

①
生
活
保
護
世
帯

　

11
月
11
日
㈬
か
ら
、
町
営
水
道
及
び
下
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
い
ま
す
。
正
確
な

検
針
の
た
め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日　

程

11
月
11
日
㈬
か
ら
11
月
13
日
㈮
ま
で
の　

３
日
間
（
予
定
）

②
町
民
税
課
税
世
帯

③
世
帯
員
の
ど
な
た
か
が
、
世
帯
外
の
か
た

の
税
法
上
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る

世
帯

④
親
戚
な
ど
の
協
力
が
得
ら
れ
る
世
帯

　
（
子
や
孫
の
協
力
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。）

⑤
現
に
居
住
し
て
い
な
い
住
居
（
空
き
家
）

■
援
助
内
容

　

除
雪
利
用
券
の
配
布
ま
た
は
融
雪
屋
根

用
の
灯
油
代
補
助
を
行
い
ま
す
。（
併
用
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
補
助
額
に
は
上
限
が
あ

り
ま
す
。）

■
申
請
方
法

〇
昨
年
度
対
象
の
世
帯

各
地
区
担
当
民
生
委
員
が
ご
自
宅
を
訪
問

し
ま
す
。
申
請
書
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

〇
新
規
申
請
希
望
の
世
帯

各
地
区
担
当
民
生
委
員
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
申
請
期
限　

11
月
11
日
㈬
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物

や
車
等
が
乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場

合
、
検
針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な

ど
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
内

部
が
土
や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

津南町防災メール（おしらせつなん）を
登録しよう! 津南町に関する防災・気象情報のほか、生活情報

などをメールにて配信しています！

■登録方法
2次元コードを読み込むか下記の登録用メールアドレスへ空メールを
送信して手続きを進めてください。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス　info-tsunan@info.cous.jp
［登録用メールアドレス］tsunan@cousmail-entry.cous.jp

■メール配信者表記について　防災メールの配信者表記は「おしらせ つなん」となります。2次元コード
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国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お

よ
び
地
方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
、
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。
控
除
の
対
象
と
な
る
の

は
、
そ
の
年
（
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
）

に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

（
そ
の
年
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

過
去
の
年
度
分
の
保
険
料
や
追
納
さ
れ
た
保

険
料
も
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
）

　

本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
、
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
、

下
記
（
図
１
）
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
対
象
者
宛
に
送
付
さ
れ

ま
す
。
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
大

切
に
保
管
し
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様

等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
ご
自
身

の
国
民
年
金
保
険
料
に
加
え
、
そ
の

保
険
料
に
つ
い
て
も
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

℡
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合

は
、（
東
京
）
０
３
‐
６
６
３
０
‐

２
５
２
５

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
②
を
押
し
た
後
、
②
を

押
し
て
く
だ
さ
い
。
）

・
税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

＜実施された行事＞
〔９月〕
	 22日	 議会だんだんよくする住民懇談会
	 24日	 国道405号未供用区間開設促進期成同盟会
	 	（議長、産建長）
	 25日	 十日町地域広域事務組合議会定例会
	 	（組合議員）
	 25日	 上越魚沼地域振興快速道路整備促進連絡
	 	 協議会（議長）
	 28日	 行政視察受入（石川県川北町議会）
〔10月〕
	 1日	 行政視察受入（鳥取県琴浦町議会）
	 5日	 なかまの家新築工事安全祈願祭（副議長）
	 6日	 議会運営委員会、全員協議会
	 6日	 R8年度建策要望事項検証会
	 8日	 県町村議会議長会議（議長）
	 11日	 町駅伝大会（議長）
	 15日	 栄村村制70周年記念式典（議長）
	 16日	 町内企業訪問（産業建設常任委員会）
	 16日	 津南地域衛生施設組合臨時会（組合議員）
	20～21日
	 	 産業建設常任委員会県外視察（茨城県境町）

＜今後予定されている行事＞
〔10月〕
	 22日	 議会だんだんよくする住民懇談会
	 22日	 県町村議会広報研修会
	 24日	 芦ケ崎小学校閉校記念式典
	 27～28日
	 	 全国町村監査委員研修会（監査委員）
	 31日	 上郷小学校閉校記念式典
〔11月〕
	  2日	 町村自治に関する研修会（全議員）
	 5日	 全員協議会、議会だより発刊
 	 9日	 行政視察受入（山形県小国町議会）
	 10日	 灰雨反里トンネル開通式典
	 11日	 全国町村議会議長大会（議長）
	 12日	 R9年度建策要望事項申入会

日　　時：10 月 22 日㈭
　　　　　午前 10 時～午後３時
場　　所：まちなかオープンスペースだんだん
参加議員：吉野 徹、風巻光明、ほか

毎月22日に開催します。お気軽にご参加ください。
テーマに限らずお話いただいて構いません。

津南町議会だんだんよくする懇談会

項番 対象者 送付時期

①
令和８年１月１日から令和８
年９月 30 日までの間に国民年
金保険料を納付したかた

郵送
令和８年 10 月下
旬から 11 月上旬
にかけて順次

②
項番①のうち、「ねんきんネッ
ト」において事前に電子送付
希望の登録を行ったかた

電子
送付

令和８年 10 月中
旬から 10 月下旬
にかけて順次

③

令和８年 10 月１日から令和８
年 12 月 31 日までの間に国民
年金保険料を納付したかた

（項番①の対象者は除きます）

郵送 令和９年２月上旬

④
項番③のうち、「ねんきんネッ
ト」において事前に電子送付
希望の登録を行ったかた

電子
送付

令和９年
１月下旬から順次

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

国
民
年
金
保
険
料
は

国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
で
す
！

対
象
で
す
！

議会コーナー
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増岡 陽一

　

中
津
地
区
担
当
の
増
岡
で
す
。す
っ
か

り
日
が
短
く
な
り
ま
し
た
ね
。田
ん
ぼ
も

落
ち
着
か
れ
て
、い
よ
い
よ
冬
支
度
で
し
ょ

う
か
？

　

9
月
の
初
め
に
、現
在
休
館
中
の『
津
南

町
歴
史
民
俗
資
料
館
』の
見
学
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。元『
歴
史
民
俗
資
料
館
』

の
管
理
人
で
、現
在『
う
も
れ
あ
』の
ス
タ
ッ

フ
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
桑
原
百
合
枝
さ
ん
に
ご

丁
寧
に
ご
案
内
い
た
だ
き
、津
南
町
の
昔

の
生
活
を
疑
似
的
に
体
感
し
ま
し
た
。展

示
室
を
歩
く
と『
こ
す
き
の
コ
マ
』（
写
真
）

と
い
う
木
の
塊
が
ド
ン
と
床
に
置
い
て
あ

り
ま
し
た
。何
だ
ろ
う
と
周
囲
を
見
回
す

と
、雪
を
掻
き
と
る
あ
の『
こ
す
き
』が
展
示

さ
れ
て
い
て
、そ
の『
こ
す
き
』を
金
太
郎
飴

の
よ
う
に
薄
く
切
り
出
す
と
い
う
製
造
方

法
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。大
量

生
産
を
す
る
た
め
塊
に
な
っ
て
い
て
、品
質

管
理
の
た
め
に
カ
ン
ナ
で
成
型
す
る
た
め

の『
型
』も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
を

『
街
』に
行
っ

て
売
っ
て
現

金
に
し
た
の

か
な
ぁ
、と
想

い
を
は
せ
ま

す
。『
養
蚕
』

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
お
話
を
伺
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。結
東
集
落
の
お
茶
飲

み
で『
夜
寝
て
る
と
ガ
サ
ガ
サ
と
音
が
気
持

ち
悪
く
て
…
』と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
ね

…
。蚕
を
育
て
る
た
め
の『
道
具
を
作
る
た

め
の
道
具
』も
展
示
さ
れ
て
お
り
、『
何
で
も

一
か
ら
自
分
た
ち
で
』と
い
う
生
活
ぶ
り
を

見
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。わ
ら
細
工
も
し

か
り
、草
鞋
や
み
の
を
棚
田
で
育
て
た
稲
わ

ら
を
使
用
し
、ま
た
、し
め
縄
に
も
活
用
…

『
地
産
地
消
』。時
代
的
に
は
、当
た
り
前
の

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、『
我
が
こ
と
』

に
落
と
し
込
む
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
い

で
す
。し
か
し
な
が
ら
、町
内
で
大
先
輩
か

ら
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
、『
太
古
の
昔
』の
こ
と
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
。技
術
開
発
や
そ
の
伝
達
の
ス
ピ
ー

ド
が
い
か
に
早
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
、ま

た
ま
た
想
い
を
は
せ
ま
す
。こ
れ
ら
を
見
て

聞
く
こ
と
が
で
き
る『
最
終
段
階
』に
津
南

町
は
突
入
し
て
い
る
こ
と
と
感
じ
ま
す
。そ

れ
ら
の『
遺
物
』を
し
っ
か
り
と
管
理
し
て

保
管
さ
れ
て
い
る
津
南
町
。み
な
さ
ん
も

『
最
期
の
チ
ャ
ン
ス
』と
捉
え
て『
見
聞
き
』

し
ま
せ
ん
か
？
縄
文
人
は
残
念
な
が
ら
生

き
て
い
ま
せ
ん
の
で
、『
う
も
れ
あ
』は
想
像

力
が
試
さ
れ
ま
す
が
…

からのお便り

けい
ぎょう

■継業サポートセンター　津南町下船渡戊 445-3　まちなかオープンスペースだんだん内
　　　　　　　　　　　　継業エリアマネージャー　古池健二郎　℡ 070-9245-9754

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
継
業
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
古
池

（
こ
い
け
）
で
す
。
今
回
は
、
先
日
開
催
し
た

「
移
住
×
継
業
ツ
ア
ー
」
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

「
地
方
に
移
住
し
た
い
。
で
も
仕
事
は
ど

う
し
よ
う
？
」

　

そ
ん
な
か
た
に
、
津
南
町
で
の
暮
ら
し
と

継
業
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
１
泊
２
日
で

「
移
住
×
継
業
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
で
は
実
際
に
継
業
し
た
「
味
郷
」

や
「
川
津
屋
」
を
訪
れ
、
仕
事
を
引
き
継
い

だ
か
た
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、

後
継
者
を
募
集
し

て
い
る
店
舗
や
農

業
の
現
場
を
見
た

り
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
紹
介
を
受
け

た
り
し
な
が
ら
、

津
南
で
仕
事
を
つ

く
り
、
暮
ら
す
こ

と
に
つ
い
て
考
え

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
と
話
し
て
い
る
と
、
私

た
ち
が
普
段
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
仕

事
や
風
景
に
も
、
外
か
ら
来
た
人
だ
か
ら
こ

そ
感
じ
る
魅
力
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

ま
す
。

　

津
南
に
は
都
会
に
は
な
い
、
地
域
に
あ
る

店
や
農
業
、
宿
な
ど
を
引
き
継
ぎ
、
自
分
の

仕
事
と
し
て
続
け
て
い
く
と
い
う
働
き
方
が

あ
り
ま
す
。

　

長
く
続
い
て
き
た
店
。
地
域
に
必
要
と
さ

れ
て
い
る
仕
事
。
豊
か
な
自
然
の
中
で
営
ま

れ
て
い
る
農
業
。

　

津
南
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、
身
近
す
ぎ
て

そ
の
価
値
に
気
づ
き
に
く
い
も
の
も
、
町
の

外
か
ら
来
た
人
に
と
っ
て
は
「
こ
こ
で
仕
事

を
し
て
み
た
い
」
と
思
う
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。

　

継
業
は
単
に
仕
事
を
引
き
継
ぐ
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
仕
事
と
一
緒
に
、
地
域

で
の
暮
ら
し
や
人
と
の
つ
な
が
り
も
受
け
継

い
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
津
南
の
「
残
し
た
い
仕
事
」

と
、
そ
こ
に
関
わ
り
た
い
人
を
つ
な
ぐ
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■ 

仕
事
を
継
い
で
津
南
で
暮
ら
す

■ 

外
か
ら
見
る
と
、

　

 

津
南
の
仕
事
は
ど
う
見
え
る
？

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

観
光
地
を
巡
る
だ
け
で
は
な
く
「
こ
こ
で

暮
ら
し
た
ら
、
ど
ん
な
仕
事
が
で
き
る
だ
ろ

う
？
」
と
い
う
視
点
で
津
南
を
見
て
も
ら
う

ツ
ア
ー
で
す
。
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し
た
。
こ
の
頃
、
江
戸
の
都
市
部
で
は
火
災

予
防
の
観
点
か
ら
１
日
分
の
ご
飯
を
ま
と
め

て
炊
く
習
慣
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

油
分
が
多
く
傷
み
や
す
い
玄
米
よ
り
も
保
存

が
き
く
白
米
を
食
べ
る
ス
タ
イ
ル
が
一
般
化

し
、「
江
戸
っ
子
は
白
い

飯
」
が
豊
か
な
暮
ら
し
の

象
徴
と
な
り
ま
し
た
。

●
白
米
は
貴
族
だ
け
の
高
級
品

  

稲
作
は
縄
文
時
代
の
終
わ
り
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
米
糠
を
取
り
除
い
た
白
米

が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
奈
良
時

代
の
頃
で
、
柔
ら
か
く
て
見
た
目
の
よ
い
白

米
は
貴
族
の
み
が
口
に
で
き
る
特
別
な
も
の

で
し
た
。
古
代
の
精
米
方
法
は
か
な
り
の
重

労
働
で
時
間
も
か
か
っ
た
た
め
、
庶
民
は
籾

殻
を
取
り
除
い
た
だ
け
の
糠
が
残
っ
た
分
づ

き
米
に
ア
ワ
や
ヒ
エ
を

混
ぜ
て
食
べ
て
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
江
戸
患
（
わ
ず
ら
）
い
の
教
訓

　

当
時
の
江
戸
町
民
は
大
量
の
白
米
に
お
か

ず
は
漬
物
程
度
と
い
う
極
端
な
食
生
活
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
米
糠
に
含

ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
B
1
が
不
足
し
、
脚
気

（
か
っ
け
）が
流
行
し
た
の
で
す
。こ
れ
は
当
時
、

原
因
不
明
の
「
江
戸
患
い
」
と
し
て
恐
れ
ら

れ
ま
し
た
。
一
方
で
地
方
の
農
村
部
は
依
然

と
し
て
雑
穀
を
混
ぜ
た
分
づ
き

米
が
主
流
で
あ
り
、
全
国
的
に

白
米
が
当
た
り
前
に
な
る
の
は

明
治
以
降
の
こ
と
で
す
。

●
日
本
人
は
白
ご
飯
が
好
き

　

日
本
の
白
米
食
文
化
は
明
治
以
降
の
せ
い

ぜ
い
1
0
0
年
程
度
で
す
。
現
在
で
は
品

種
改
良
や
栽
培
技
術
、
精
米
技
術
の
進
歩
に

よ
っ
て
お
い
し
い
白
ご
飯
を
一
年
中
味
わ
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
お
い
し
い

新
米
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
し
、
一
粒

に
込
め
ら
れ
た
歴
史
に
思
い
を
巡
ら
せ
な
が

ら
味
わ
っ
て
み
る
と
、
い
つ
も
の
一
杯
が
少

し
特
別
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

農
業
の

知
識

豆

　

待
ち
に
待
っ
た
新
米
の
季
節
。
秋
の
味
覚

と
ぴ
か
ぴ
か
の
銀
シ
ャ
リ
の
組
み
合
わ
せ
は

ま
さ
に
格
別
で
す
ね
。
私
た
ち
が
普
段
当
た

り
前
に
食
べ
て
い
る
白
ご
飯
で
す
が
、
白
米

が
庶
民
の
食
卓
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は

実
は
そ
れ
ほ
ど
古
い
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
江
戸
時
代
に
は
白
米
食
が
普
及

　

室
町
時
代
以
降
、
農
業
技
術
の
発
展
や
新

田
開
発
に
よ
り
米
の
生
産
量
は
大
き
く
増
加

し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
り
政
治
が
安
定

す
る
と
、
武
士
階
級
だ
け
で
な
く
都
市
部
の

庶
民
も
白
米
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

白
米
は
い
つ
か
ら
食
べ
ら
れ
て
い
る
？

■お問い合わせ　農林振興課農林班　℡765‐3115

広報無線を「聞き直し」
　　　　　できるようになりました！

直前に配信された無線音声が、電話で聞き直しできるようになりました。

■聞き直し電話番号

■お問い合わせ

℡025-755-8026
※通話料はお客様にご負担いただきます。ご了承く

ださい。
※同時に聞き直しができるのは２回線までです。
　電話が繋がらない場合はしばらく

時間を空けてご利用ください。

総務課総務班　℡ 765-3112
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防 

災 
に
つ
い
て

  

家
族
で
考
え
よ
う

　

災
害
は
、
家
族
が
そ
ろ
っ
て
い
る
時
に
発

生
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
状

況
を
考
え
て
、
事
前
に
話
し
合
い
、
家
族
内

で
ル
ー
ル
を
作
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
が
ん
統
計
に

よ
る
と
、
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
が
ん
と

診
断
さ
れ
、
４
人
に
１
人
が
が
ん
に
よ
っ
て

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
は
、
症
状
が
無

い
か
た
を
対
象
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
が
ん
を
早
期
に
見
つ
け
て
、
適
切

な
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
が
ん
に
よ
る

死
亡
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

早
期
に
発
見
さ
れ
れ
ば
、
胃
が
ん
・
大
腸

が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
は
90
％
以
上
、

肺
が
ん
は
80
％
以
上
が
治
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
が
ん
検
診
に
よ
っ
て
早
期
が
ん
を
見

つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
年
度
の
町
の
健
（
検
）
診
を
お
申
し
込

み
で
、
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
か
た
を
対

象
に
、
左
記
の
と
お
り
健
康
診
査
及
び
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
お
申
し
込
み

で
な
い
か
た
で
あ
っ
て
も
受
診
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
健
康
診
査
及
び
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・

　

大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
検
診

日
程
：
11
月
６
日
㈮

　
　
　

11
月
７
日
㈯

受
付
：
午
前
８
時
30
分
～
11
時

会
場
：
町
総
合
セ
ン
タ
ー

●
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

日
程
：
11
月
21
日
㈯

受
付
：
午
前
９
時
～
11
時

会
場
：
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

要
精
密
検
査
と
判
定
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
必
ず
し
も
が
ん
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
症
状
が
な
い
」

「
健
康
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
理
由
で
精
密
検

査
を
受
け
な
い
と
、
も
し
が
ん
が
あ
っ
た
場

合
、
診
断
が
遅
れ
、
が
ん
が
進
行
し
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
精
密
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
発
生
時
の
避
難
場
所
に
つ
い
て
、
ご

家
族
で
話
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
津

南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
災
害
時
の
指

定
避
難
所
や
危
険
区
域
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
確
認
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や
会

社
な
ど
の
避
難
場
所
の
確
認
も
合
わ
せ
て
し

て
お
く
と
安
心
で
す
。

　

災
害
の
発
生
直
後
は
、
電
話
が
通
じ
に
く

く
な
る
な
ど
、
お
互
い
の
安
否
確
認
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど

の
連
絡
方
法
や
待
ち
合
わ
せ
る
避
難
所
等
を

話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

新
潟
県
公
式
ア
プ
リ

「
新
潟
県
防
災
ナ
ビ
」
で

は
地
域
ご
と
の
災
害
危

険
度
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

1 

避
難
場
所
と
避
難
経
路
は
？

◆
な
ぜ
が
ん
検
診
を
受
け
な
け
れ
ば

　

い
け
な
い
の
？

◆
11
月
の
健
（
検
）
診
の
ご
案
内

◆
要
精
密
検
査
と
な
っ
た
ら

　

必
ず
医
療
機
関
へ

2 

家
族
の
安
否
確
認
の
方
法
は
？

3 

新
潟
県
防
災
ナ
ビ
の
活
用

■ 災害用伝言ダイヤル
局番なしの「171」に電話をかけ、音声で安否を録音・
再生します。固定電話や公衆電話、携帯電話から利用で
きます。
毎月 1 日と 15 日など、定期的に体験利用ができます。

■ 災害用伝言版
携帯電話各社が提供するスマホ向けの安否確認サー
ビスです。

■ SNS の安否確認機能
LINE や、Facebook、X（旧 Twitter）などもインターネット
がつながれば有効な連絡手段です。

毎
年
毎
年
1010
月
は
月
は

　
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
に
向
け
た

　
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
に
向
け
た

　
　
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す
！
　

　
　
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す
！
　

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
右
記
以
外
の

日
程
で
も
、
受
診
で
き
ま
す
。
対
象
の
か
た
に

は
個
別
で
ご
案
内
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今月は
小林明日香

保健師

今月は
瀧澤 友佳

保健師
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津南病院津南病院 い ろ い ろ 発見!発見!

住民説明会でいただいたご質問と、
これからのサポート体制

第19回

　10 月以降の診療体制変更に伴い、多くのご質問やご不安の声をいただきました。説明会でお寄せい
ただいた主なご質問等に対する回答と、今後のサポート体制をご案内いたします。

　町役場などの行政機関や地域の医療機関としっかりと手を取り合い、住民の皆様の日常の健康を守り続け
ます。乳幼児健診や学校医、各種健康診査などの町が実施する保健事業についても、町と病院、地域の協力
医が緊密に連携し、これまで通り安心して受けていただける体制を維持します。「どこに相談したらいいかわ
からない」ということがないよう、行政と病院の窓口が一体となって皆様をサポートいたしますので、どうぞ
安心してご相談ください。

　今回の体制見直しは、経営基盤を立て直し、救急医療や在宅医療を支える地域の中核病院としての役割を
将来にわたって持続させるための苦渋の決断です。内科・整形外科を中心に医療資源を集中させ、信頼され
る医療の提供に全力を尽くします。お身体のことで少しでも不安や疑問がございましたら、いつでもお気軽
にご相談ください。

令和８年９月６日㈰に開催しました住民説明会での主な質疑応答と当院の対応について

主なご心配・ご質問 当院の対応方針（診療・カバー体制） 今後の引き継ぎ・連携体制

小児科・子育ての不安 
（小学生未満の診療について）

　小学生以上の一般小児診療等は継続。
日常の体調不良等も内科・総合診療科
で対応いたします。

　乳幼児健診等は地域の協力医療機
関（石川医院等）と連携し、十日町病
院ともスムーズにつなぎます。

耳鼻科・泌尿器科の終了
（薬や慢性疾患の管理）

　花粉症等の軽症、処方継続、バルー
ン交換などは内科・総合診療科等で対
応可能な範囲で引き継ぎます。

　専門的な検査や補聴器処方等は近
隣の専門医療機関（十日町病院等）へ
適切にご紹介します。

「どこに相談すればいいかわ
からない」という不安

　まずは当院にお電話ください。総合
診療医やスタッフが個別にお話を伺い、
適切な受診先を判断します。

　「119 番のような感覚」で、まず津
南病院へご相談・お問合せいただけ
る窓口体制を整えます。

遠方への通院や、高齢者の
移動・交通手段が心配

　当院で対応可能な日常の診察や処方
は引き続き行い、不要な遠方への通院
負担を減らします。

　専門的な治療でやむを得ず遠方の
病院へ行く場合も、スムーズな紹介
や連携に努めます。

病院の経営再建と今後の
建替えについて

　赤字経営をまず改善し、救急や在宅
医療を支える地域の中核病院としての
基盤を立て直します。

　国・県への財政支援の訴えや、行政・
地域と一体となった持続可能な病院
づくりを推進します。

町立津南病院ー お問い合わせ　TEL: 765-3161

1. 説明会でお答えした主なご質問と対応方針（Q&A）

２. 町や地域の医療機関と一体となった安心のサポート体制

３. 病院長からのメッセージ：地域に必要な「病院」として

〜町立津南病院からのお知らせ〜
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大切な家族が認知症等で

行 不方 明 になって
　しまったら…

　認知症の人やその家族が安心して暮らせるまちづくりを目指して、津南町では

「認知症高齢者等保護情報共有サービス（安心みまもりシール）」を導入します。
　このサービスは、高齢者の衣服や持ち物に 2 次元コードの入ったシールを貼り、
万一、行方が分からなくなった際に発見者がスマートフォンで 2 次元コードを
読み取ることで、『どこシル伝言板』という家族専用のウェブページと町に瞬時
に情報が送信され、認知症等による高齢者の発見、保護、引き渡しまでを迅速
に行えるものです。

利用者

発見者発見者

2 次元コードを読み取ると、対応に必要な情報が表示されますが、
個人の特定はされません。

11 月７日㈯に予定されている、健康フェア及び第 6 回つなん軽トラ市（役場会場）にて
「安心みまもりシール」の模擬体験会を予定しております。

関心のあるかたは、会場へお越しください。若いかたや学生さんの参加も大歓迎です！

認知症は誰でもなりうる可能性のある脳の病気です。程度や症状はさまざまですが、認知症が
あっても日々の暮らしや地域での関わりなかで安心して過ごせることはとても大切なことです。

認知症があっても安心して過ごせるまちを目指していきましょう。

2 次元コードを読み取り、どこシル伝言板で「家族」とやり取りをしますが、
個人の特定はされません。その都度、どこシル伝言板の専用サイトが起動
するため、安心してご利用いただけます。

「安心みまもりシール」模擬体験会「安心みまもりシール」模擬体験会ののお知らせお知らせ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症津南町認知症
見守りキャラクター見守りキャラクター

にんこっこにんこっこ

だ

ん
だんどうも！

だ

ん
だんどうも！
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『豪雨災害から身を守る』… …………………………… 晶文社
●『365日AI』… ………ハーパーコリンズ・ジャパン
●『これだけで、逮捕』…………………………………PHP研究所
●『証券マンひりひり日記』… …… 三五館シンシャ
●『暗殺の交響曲』…………………………………………中

なか

山
やま

 七
しち

里
り

 著
●『朝焼けキッチンカー』… ……………………秋

あき

川
かわ

 滝
たき

美
み

 著
●『乙女道スカウト狩り』… ……………………石

いし

田
だ

 衣
い

良
ら

 著
●『その犬をください』… …………………………逢

あい

坂
さか

 冬
とう

馬
ま

 著

【子どもの本】 
●『こども道路交通法』… ……………………………………… 弘文堂
●『アニメコミックおしりたんてい21』
	 ……………………………………………………………………………………… ポプラ社
●『「勉強ができない」には理由があった』
	 ………………………………………………………………………………………筑摩書房
●『はたらく細胞病気を学べる図鑑』
	 …………………………………………………………………………………………… 講談社
●『どんぐりずぎゅっ』……………………………………秦

はた

 直
なお

也
や

 作
●『どどどんめくり』……………………………… やぎ たみこ 作
●『パンどろぼうとさすらいラーメン』
	 ……………………………………………………………………… 柴

しば

田
た

 ケイコ 作
●『どんぐりむらのおいしゃさん』
	 ……………………………………………………………………なかや みわ さく

　

日
増
し
に
秋
が
深
ま
り
、朝
晩
は
肌

寒
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。寒
さ
対
策
を
怠
ら
ず
に
お
身
体
に

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　

10
月
は
読
書
週
間
が
あ
り
ま
す
。「
読

書
の
秋
」と
い
う
こ
と
で
、ぜ
ひ
公
民
館

図
書
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。た
く
さ

ん
の
か
た
の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

～
静
か
だ
け
ど
、冒
険
中
。
～

・
・
・
読
書
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
・
・
・

　

10
月
27
日
か
ら
11
月
9
日
ま
で
は
読

書
週
間
で
す
。開
催
期
間
は
も
と
も
と

「
文
化
の
日
を
中
心
と
し
た
２
週
間
」と

し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
、こ
の
運
動

が
全
国
的
に
広
が
っ
た
影
響
を
受
け
て
、

始
ま
り
の
10
月
27
日
は
2
0
0
5
年
か

ら「
文
字
・
活
字
文
化
の
日
」と
い
う
記

念
日
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
静
か
だ
け
ど
、冒
険
中
。」が
今
年
の

標
語
で
す
。標
語
の
応
募
者
は「
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
時
、傍
目
に
は
静
か
に
見
え

て
も
、心
は
ふ
っ
と
遠
く
へ
旅
に
出
て

い
ろ
ん
な
体
験
や
感
情
に
出
会
っ
て
い

ま
す
。そ
ん
な
静
か
な
没
入
感
と
、想
像

力
に
よ
る
内
面
の
動
き
が
同
居
し
て
い

る
お
も
し
ろ
さ
を
、こ
と
ば
に
し
て
み

ま
し
た
。」と
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

本
を
読
ん
で
い
る
行
為
自
体
は
、

ジ
ッ
と
本
に
向
き
合
っ
て
い
る
だ
け
で

す
が
、頭
と
心
の
中
は
既
に
物
語
の
中

に
入
り
込
ん
で
い
ま
す
。場
面
に
よ
っ

て
は
賑
や
か
だ
っ
た
り
。そ
ん
な
現
実

の
状
態
と
頭
の
中
の
状
態
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
楽
し
む
こ
と
も
読
書
の
面
白
さ
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。読
書
週
間
の
周
知

で
は
毎
回
標
語
を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

毎
年
本
当
に
い
い
標
語
が
選
ば
れ
て
い

て
、応
募
者
の
解
説
も
よ
り
一
層
標
語

に
表
れ
て
い
る
読
書
の
良
さ
の
解
像
度

を
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

・・・
読
書
週
間
の
前
史
と
は
じ
ま
り
・・・

　
「
読
書
週
間
」の
源
流
は
、
1
9
2
4

年（
大
正
13
年
）に
な
り
ま
す
。大
量
の
出

版
物
が
消
失
し
た
、関
東
大
震
災
か
ら

の
復
興
期
に
、日
本
図
書
館
協
会
が
、全

国
で
読
書
の
鼓
吹
・
図
書
文
化
の
普
及
・

良
書
の
推
薦
な
ど
を
目
的
と
し
た
行
事

を
展
開
し
、の
ち
に「
図
書
館
週
間
」と

名
付
け
ら
れ
、年
中
行
事
と
し
て
定
着

し
ま
し
た
。し
か
し
、
1
9
3
9
年（
昭
和

14
年
）に
戦
時
下
発
令
の「
一
般
週
間
廃

止
令
」に
よ
り
、そ
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
1
9
4
7
年（
昭
和
22
年
、終

戦
２
年
後
）、ま
だ
戦
火
の
傷
痕
が
い
た
る

と
こ
ろ
に
残
っ
て
い
る
と
き
、「
読
書
の

力
に
よ
っ
て
、平
和
な
文
化
国
家
を
創

ろ
う
」と
公
共
図
書
館
や
新
聞
社
な
ど

が
決
意
を
ひ
と
つ
に
し
、第
１
回
読
書

週
間
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
今

に
至
り
、約
80
年
間
日
本
の
国
民
行
事

と
し
て
定
着
し
、日
本
は
世
界
有
数
の

「
本
を
読
む
国
民
」の
国
と
な
り
ま
し
た
。

（
読
書
推
進
運
動
協
議
会
の
発
行
誌
の
記
述
よ

り
引
用
）

■
休
館
日

　

10
月
26
日
㈪
、11
月
30
日
㈪

麒麟の翼

　日本橋・麒麟像の下で、男はなぜ力尽きたの
か？会社員の青柳武明が殺害された。操作を担
当する加賀恭一郎は、瀕死の状態でなぜそこへ
訪れたのか疑問を抱く。調査で浮かび上がるの
は事件に関わった人々が抱える後悔や秘密。日
本橋に向かった理由が事件の核心につながる。

東野　圭吾

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

10月 −神
か ん

無
な

月
づ き

−

10月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

「
ま
た
ね
」
っ
て
本マ

気ジ

で
言い

っ
た
ら
そ
の
本ほ
ん

気き

届と
ど

い
た
感か
ん

じ
に
笑わ
ら

っ
て
く
れ
た	

板
場
麻
実

信し
な

濃の

川が
わ

の
水す
い

流り
ゅ
う

濁に
ご

り
て
絡か
ら

み
合あ

う

不ぶ

気き

味み

な
程ほ
ど

に
深ふ
か

く
流な
が

れ
ゆ
く	

江
村
美
智
代

運う
ん

が
向む

く
猫ね
こ

の
ひ
げ
集あ
つ

め
五ご

十じ
ゅ
っ

本ぽ
ん

変か

わ
ら
ぬ
日ひ

日び

が
幸こ
う

運う
ん

と
な
り	
小
島
香
代
子

晴は

れ
た
夜よ

の
吾あ

子こ

と
の
日に
っ

課か

の
虫む
し

捕と

り
は

手て

を
離は
な

さ
ず
に
灯あ
か

り
を
目め

指ざ

す
（
大
晴
四
歳
）

	

江
村
大
輔

人ひ
と

込ご

み
の
中な
か

わ
が
顔か
お

見み

つ
け
無む

邪じ
ゃ

気き

な
る

ほ
ほ
笑え

み
向む

け
る
三み

歳と
せ

児ご

の
孫ま
ご	

津
端
恵
子

旅た
び

立だ

ち
の
朝あ
さ

に
群む

れ
飛と

ぶ
燕つ
ば
め

ら
の

中な
か

に
わ
が
家や

の
二に

羽わ

も
あ
ら
ん
か	

貝
澤
圭
子

リ
レ
ー
走は
し

る
小こ

柄が
ら

な
孫ま
ご

は
懸け
ん

命め
い

に

足あ
し

の
回か
い

転て
ん

細こ
ま

か
く
早は
や

し
（
柚
之
介 

小
三
運
動
会
）

	

恩
田
久
美
子

柿か
き

の
木き

の
畑は
た
け

の
奥お
く

に
わ
れ
進す
す

み
ぬ

墓ぼ

石せ
き

に
「
青あ
お

」
と
師し

の
文も

字じ

刻き
ざ

ま
る

	

（
佐
渡
の
萩
原
光
之
氏
の
墓
）　

丸
山
直
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
九
月
）

正せ
い

装そ
う

に
着き

替が

へ
る
僧そ
う

の
夏な
つ

座ざ

敷し
き

夕ゆ
う

焼や
け

や
買か
い

物も
の

籠か
ご

の
カ
レ
ー
ル
ー

	

光　

雄

金か
な

網あ
み

に
か
か
る
抜ぬ

け
羽ば

根ね

秋あ
き

暑あ
つ

し

斬き

り
む
す
ぶ
稲い
な

妻づ
ま

遠と
お

く
音お
と

も
な
し

	

房　

良

秋あ
き

暑あ
つ

し
観か
ん

音の
ん

堂ど
う

に
経き
ょ
う

な
が
る

稲い
な

穂ほ

揺ゆ

る
互た
が

い
に
何な
に

か
囁さ
さ
や

き
て

	

壽　

子

太た
い

鼓こ

の
音ね

し
ば
し
途と

絶だ

え
て
花は
な

火び

か
な

恋こ
い

と
い
う
文も

字じ

思お
も

い
だ
す
遠と
お

花は
な

火び

	

守　

人

落お
ち

蝉ぜ
み

の
も
が
き
て
ゐ
し
を
見み

捨す

て
た
る

蜉か
げ

蝣ろ
う

や
二ふ

タ
夜よ

の
生い

命の
ち

影か
げ

と
し
て

	

緑　

川か
わ

中な
か

の
石い
し

に
小ち
い

さ
き
波な
み

生あ

る
る

消け

せ
な
い
我わ
れ

の
未み

練れ
ん

の
ご
と
く	

小
野
寺
恒
代

満ま
ん

月げ
つ

に
磨す

り
ガ
ラ
ス
か
と
思お
も

う
雲く
も

夜よ

更ふ

け
の
庭に
わ

に
し
ば
し
佇た
た
ず

む	

高
橋
春
枝

風か
ぜ

満み

ち
て
カ
ー
テ
ン
の
帆ほ

の
は
ば
た
け
ば

夜よ

半わ

の
畑は
た
け

の
雨あ
め

に
ぬ
れ
をお

り	

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

病び
ょ
う

院い
ん

の
窓ま
ど

よ
り
望の
ぞ

み
し
新し
ん

幹か
ん

線せ
ん

手し
ゅ

術じ
ゅ
つ

を
受う

け
て
十じ
ゅ
う

年ね
ん

が
過す

ぐ	

中
村
武
子

敬け
い

老ろ
う

の
金き
ん

婚こ
ん

祝し
ゅ
く

詞し

賜た
ま

わ
り
て

二に

人に
ん

三さ
ん

脚き
ゃ
く

上う
へ

を
目め

指ざ

さ
む	

島
田
眞
之
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Ｔ
ａ
ｐ
で
は
、筆
ペ
ン
を
使
っ
た
初
心
者
向

け
の
書
付
教
室
を
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
行
い
ま

す
。講
師
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
、自
分
の
名

前
を
書
く
練
習
を
じ
っ
く
り
と
し
て
み
ま
せ

ん
か
。ぜ
ひ
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
に
ち　

①
11
月
11
日
㈬　

②
11
月
18
日
㈬

　
　
　
　
　

③
11
月
25
日
㈬

■
時　

間　

午
後
1
時
半
か
ら
３
時
半
ま
で

■
会　

場　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費（
材
料
費
を
含
む
）

　
　
　
　
　

Ｔ
ａ
ｐ
会
員	

３
，３
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

非
会
員	

３
，９
０
０
円

■
定　

員　

12
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
そ
の
他　

筆
ペ
ン・紙
な
ど
、教
室
時
に
必
要

な
物
は
事
務
局
で
準
備
し
ま
す
。10
月
30
日

㈮
ま
で
に
Ｔ
ａ
ｐ
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

N
P
O
法
人
T
a
p
（
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

　

11
月
22
日
㈰
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
を
会
場
に

津
南
町
親
善
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
水
泳
記
録

会
と
津
南
町
小
学
校
親
善
水
泳
大
会（
小
学
5
、

6
学
年
）の
記
録
を
引
き
継
い
で
開
催
し
ま
す
。

　

小
学
5
年
生
以
上
か
ら
成
人
の
定
期
的
に

水
泳
の
練
習
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
た
を

募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

11
月
22
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
、午
後
の
2
部
制
を
予
定
。

■
参
加
料
金　

１
種
目
に
つ
き
5
0
0
円

■
申
込
締
切　

10
月
31
日
㈯

■
そ
の
他　

昨
年
の
大
会
の
様
子
を
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
中（
T
a
p
つ
な
ん
）。今
年
の

大
会
の
様
子
も
開
催
後
に
配
信
予
定
で
す
。

　

大
会
当
日
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
休
館
日
と
な
り
ま

す
の
で
一
般
の
か
た
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

施
設
修
繕
工
事
及
び
水
泳
大
会
の
た
め
11

月
22
日
㈰
か
ら
11
月
25
日
㈬
の
4
日
間
、休

館
と
な
り
ま
す
。ま
た
、プ
ー
ル
エ
リ
ア
の
み

11
月
28
日
㈯
ま
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。（
予
定
）

各
種
お
問
い
合
わ
せ
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１
ま
で

書
付
教
室
の
ご
案
内

第
７
回
津
南
町
親
善
水
泳
大
会

一
般
参
加
者
募
集

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
休
館
日
の
お
知
ら
せ

第
８
回
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

研
究
コ
ン
ク
ー
ル
結
果
発
表

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
、
自
ら
ジ
オ
パ
ー

ク
や
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
良
さ

や
楽
し
さ
を
多
く
の
人
達
に
伝
え
て
い
け
る

よ
う
に
実
施
し
て
い
る
の
が
、
苗
場
山
麓
ジ

オ
パ
ー
ク
研
究
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

　

今
年
も
津
南
町
・
栄
村
の
小
・
中
学
生

（
共
同
出
品

あ
り
）
か
ら

創
意
工
夫

が
こ
ら
さ

れ
た
素
晴

ら
し
い
研

究
作
品
が

出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　

９
月
24
日
に
審
査
が
行
わ
れ
、
さ
か
え
小

中
学
校
５
年
生
、
山や

ま

田だ

夏か

穂ほ

さ
ん
の
「
ア
カ

ハ
ラ
イ
モ
リ
の
も
よ
う
」
が
苗
場
山
麓
ジ
オ

パ
ー
ク
振
興
協
議
会
会
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

素晴らしい作品が並びます

各種情報はホーム
ページでも掲載し
ています。2 次元
コードからご覧い
ただけます。

そ
の
他
の
受
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会

　

副
会
長
賞

　

芦
ケ
崎
小
学
校
３
年　

半は
ん

戸ど 

蓮れ
ん

太た

さ
ん

　
「
火
焔
型
ふ
う
土
器
」

○
津
南
町
教
育
長
賞

　

芦
ケ
崎
小
学
校
３
年　

古こ

池い
け 

奏そ
う

文ぶ
ん

さ
ん

　
「
龍
ヶ
窪
の
植
物
調
べ
」

○
栄
村
教
育
長
賞

　

津
南
小
学
校
４
年　

志し

賀が 

秋あ
き

葉は

さ
ん

　
「
わ
た
し
の
生
き
物
写
真
集
」

○
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
長
賞

　

津
南
中
等
教
育
学
校
１
年

　

久く

保ぼ

田た 

桜お
う

矢や

さ
ん
、
桑く

わ

原は
ら 

兵ひ
ょ
う

悟ご

さ
ん
、

　

河こ
う

野の 

椿つ
ば
き

さ
ん
、
髙た

か

橋は
し 

も
も
さ
ん
、

　

桑く
わ

原は
ら 

龍り
ゅ
う

禅ぜ
ん

さ
ん
、
高た

か

橋は
し 

雫し
ず
く

さ
ん
、

　

玉た
ま

田だ 

瑛あ
き

士と

さ
ん
、
中な

か

澤ざ
わ 

こ
と
は
さ
ん

　
「
ジ
オ
パ
ー
ク
レ
ポ
ー
ト
」

○
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
賞

　

津
南
小
学
校
２
年　

奥お
く

平だ
い
ら 

定じ
ょ
う

継け
い

さ
ん

　
「
た
て
あ
な
し
き
じ
ゅ
う
き
ょ
の
こ
う
ぞ
う
」

○
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
特
別
賞

　

上
郷
小
学
校
５
年　

瀧た
き

澤ざ
わ 

鈴す
ず

さ
ん

　
「
ジ
オ
サ
イ
ト
調
べ
」

　

津
南
小
学
校
６
年　

江え

村む
ら 

陽ひ

葵ま
り

さ
ん

　
「
数
字
で
見
る
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
」

　

津
南
小
学
校
２
年　

本も
と

山や
ま 

未み

遥は
る

さ
ん

　
「
つ
な
ん
ジ
オ
パ
ズ
ル
」

　

津
南
中
学
校
２
年　

全
８
グ
ル
ー
プ

　
「
地
域
調
べ
探
求
レ
ポ
ー
ト
」

■お問い合わせ　ジオパーク推進室（なじょもん内）　℡７６５ ‐ １６００

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力
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つ
な
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 N

o
.7

8
4
　

■
令

和
８

年
1
0
月

2
0
日

発
行

　
■

発
行

／
津

南
町

役
場

 〒
9
4
9
-8

2
9
2
　

　
　

  新
潟

県
中

魚
沼

郡
津

南
町

大
字

下
船

渡
戊

5
8
5
　

T
E
L
.0

2
5（

7
6
5
）3

1
1
1
㈹

F
A

X
.0

2
5（

7
6
5
）4

6
2
5
　

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
  h

ttp
s
:/

/
w

w
w

.to
w

n
.ts

u
n
a
n
.n

iig
a
ta

.jp
/
　

■
電

子
メ

ー
ル

  in
fo

@
to

w
n
.ts

u
n
a
n
.n

iig
a
ta

.jp
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

今
号
の
特
集「
令
和
７
年
度
決
算
報
告
」に
合
わ
せ
、町

制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
を
は
じ
め
と
し
た
令
和
７
年
度
の
主
な
出
来

事
や
取
組
み
を
並
べ
ま
し
た
。雪
と
共
に
暮
ら
し
、農
を
礎
に
歩
ん
で
き

た
70
年
。そ
の
歩
み
を
、次
の
1
0
0
年
へ
と
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

■人口8,061（−19）　男3,935（−８）　女4,126（−11）

■世帯数3,344（−８）　■転入／ 13　■転出／ 14　■出生／１　■死亡／ 19　■婚姻／０10月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

　

先
日
、津
南
中

学
校
の
体
育
祭

の
取
材
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。「
元
気

1
0
0
倍
津
南
中
～
主
役
は
オ
レ

た
ち
だ
～
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

生
徒
た
ち
は
競
技
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、そ
し
て
運
営
ま
で
一
生
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。そ
の
姿
に
、

私
は〝
熱
〟を
感
じ
ま
し
た
。熱
は
温

TSUN
AN

 TOW
N

 P
UB

LIC RELATION
S M

AGAZ
IN

E

●秋季企画展
　「苗場山麓における自然環境と縄文文化」
　会　期：9月12日㈯～ 11月29日㈰
　入場料：300円（中学生以下無料）
　縄文時代、さまざまな自然資源が利用されていました。

本地域の豊かな地形や自然環境と共

に、土器や石器を紹介します。

　企画展に併せ、解説図録『苗場山

麓における自然環境と縄文文化』を

刊行しました。価格は 1,800 円です。

●2026つまり木育フェスタ
　日　時：10月25日㈰　10：00 ～ 15：00
　会　場：なじょもん　縄文ムラ
　妻有地域で木育活動を行っている団体による、

地域の皆様に木や森に触れていただくイベント

です。大人から子どもまで楽しめる内容となっ

ています。

●「木の実のリース」 体験
　日　時：11月7日㈯・28日㈯　10：00 ～ 11：00
　体験料：1,000円　※友の会会員は半額
　対　象：小学1年生～大人
　植物のツルに木の実をつけて、リースを作ります。

●「本格石槍づくり」 体験
　日　時：11月29日㈰　10：00 ～ 12：00
　体験料：500円　※友の会会員は半額
　対　象：小学5年生～大人
　黒曜石を鹿角のハンマーで打ち割り、当時と同じ手

法で作る本格体験です。

木の実のリース

本格石槍づくり

昨年のイベントの様子

展示の様子

11 月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

1日㈰ 10:00～12:00 骨で針をつくろう 1,500 中学年以上

3日（火・柷） 10:00～12:00 小枝のランプシェード 700 低学年以上

7日㈯ 10:00～11:00 木の実のリース 1,000 低学年以上

8日㈰ 10:00～15:30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年以上

14日㈯ 10:00～12:00 琥珀(こはく)の勾玉づくり 2,500 10才以上

15日㈰ 9:00～12:00 スワッグづくり 2,000 高学年以上

21日㈯ 10:00～11:00 ろうそくのランタン 800 高学年以上

22日㈰ 10:00～11:30 そば打ち 1,500 10才以上

23日（月・柷）
10:00～12:00 カラムシの糸撚り 1,000 中学年以上

10:00～12:00 アンギン編み初級編 1,000 中学年以上

28日㈯ 10:00～11:00 木の実のリース 1,000 低学年以上

29日㈰ 10:00～12:00 本格石槍づくり 500 高学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
低
い
と
こ
ろ

へ
と
伝
わ
り
、そ
の
差
が
大
き
い
ほ

ど
勢
い
よ
く
伝
わ
る
そ
う
で
す
。私

の
胸
が
熱
く
な
っ
た
の
は
、そ
れ
だ

け
生
徒
た
ち
の
熱
が
高
か
っ
た
か

ら
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。朝
晩
の

冷
え
込
み
が
増
す
こ
の
季
節
、皆
さ

ん
の
心
を
熱
く
す
る
も
の
は
何
で

す
か
？	

半
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涌井　キクさん	 （100歳・割野）

関谷　清一さん	 （83歳・赤沢）

本山八千代さん	 （89歳・正面）

髙橋　妙子さん	 （90歳・見玉）

小島　七郎さん	 （84歳・芦ケ崎）

田中　房子さん	 （78歳・外丸）

江村ハツイさん	 （91歳・外丸）

大平関三郎さん	 （105歳・割野）

藤ノ木タツイさん	（98歳・中深見）

藤ノ木正喜さん	 （59歳・堂平）

瀧澤トキヨさん	 （101歳・押付）

津久井　均さん	 （52歳・正面）

根津　モヤさん	 （91歳・石坂）

中澤　昭子さん	 （84歳・見玉）

岡村　信男さん	 （88歳・秋成）

大口　花
か

彩
や

（芦ケ崎）
	 真太郎さん
	 佑紀さん
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